
６

月

１

日

、

京

都

府

地

方

労

働

委

員

会

が

、

京

都

市

長

に

対

し

、
「

団

体

交

渉

に

応

じ

る

べ

き

」

と

命

令

し

ま

し

た

。

し

か

し

市

長

は

、

こ

の

命

令

を

不

服

と

し

、

命

令

の

撤

回

を

求

め

て

裁

判

に

訴

え

た

い

と

の

意

向

。

そ

の

為

に

は

議

会

の

同

意

が

必

要

で

、

そ

の

採

決

は

同

日

。

日

本

20

共

産

党

は

、
「

命

令

に

従

い

、

潔

く

団

体

交

渉

に

応

じ

る

べ

き

」

と

の

立

場

か

ら

、

こ

の

市

長

の

訴

え

提

案
に
は
同
意
せ
ず
。
一
方
、

自

・

公

・

民

・

維

な

ど

他

党
は
市
長
の
意
向
に
賛
成
。

多
数
決
で
の
同
意
と
な
り
、

早

速

、

市

長

は

裁

判

所

に

訴

え

ま

し

た

。

労

働

委

員

会

と

い

う

公

的

な

命

令

に

背

き

、

無

反

省

と

居

直

り

と

い

う

恥

ず

べ

き

対

応

に

終
始
し
て
い
ま
す
。

※

※

▼

労

働

委

員

会

は

、

各

都

道
府
県
と
国
に
設
置
さ
れ
、

労

働

者

と

使

用

者

間

の

紛

争

の

仲

裁

や

調

停

な

ど

の

仕
事
を
し
ま
す
。

▼

不

当

労

働

行

為

と

は

、

①

団

交

拒

否

、

②

組

合

へ

の

支

配

介

入

、

③

組

合

員

へ

の

差

別

行

為

、

④

組

合

に

加

入

し

な

い

こ

と

を

採

用

の

条

件

と

す

る

こ

と

、

つ

ま

り

使

用

者

と

し

て

、

し

て

は

な

ら

な

い

行

為

の

こ
と
で
す
。

▼

通

常

、

不

当

労

働

行

為

が

あ

っ

た

場

合

、

そ

の

是

正

・

救

済

を

求

め

、

組

合

側

が

労

働

委

員

会

に

申

し

立
て
ま
す
。

※

※

市

は

学

童

保

育

・

児

童

館

の

運

営

を

、

様

々

な

団

体
に
委
託
し
て
い
ま
す
が
、

職

員

の

人

件

費

や

運

営

費

は

全

て

市

か

ら

の

委

託

費

で

、

事

実

上

、

市

長

が

雇

用

主

と

言

い

得

る

関

係

で

す

。

こ

の

分

野

で

働

く

労

働

者

の

組

合

が

、

市

に

団

体

交

渉

を

申

入

、

市

が

こ

れ

を

拒

否

し

た

為

、

組

合

が

、

こ

れ

を

不

当

労

働

行

為

と

し

て

、

労

働

委

員

会

に
申
立
て
い
た
も
の
で
す
。

同

委

員

会

は

、

諸

委

託

先

の
う
ち
、
「
管
理
委
員
会
」

と

い

う

団

体

は

使

用

者

と

し

て

の

テ

イ

を

な

し

て

お

ら

ず

、

市

長

が

実

質

的

な

使

用

者

で

あ

り

、

従

っ

て

団

交

に

応

じ

な

い

の

は

不

当

労

働

行

為

に

あ

た

る

、

市

長

は

団

交

に

応

じ

よ

、

と

の

命

令

を

発

す

る

に

至

っ

た

、

と

の

経

過

で

す

。

※

※

勿

論

、

裁

判

で

も

、

不

服

が

あ

る

と

き

は

次

の

裁

判

所

に

訴

え

る

こ

と

は

可

能

で

す

。

し

か

し

井

上

議

員

は

、

次

の

二

点

が

問

題

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

※

※

①

市

立

施

設

が

民

営

化

さ

れ

、

人

件

費

や

運

営

費

の

削

減

、

公

的

責

任

が

縮

小

さ

れ

つ

つ

あ

る

世

の

中

の

流

れ

に

あ

っ

て

、

今

回

の

命
令
を
謙
虚
に
受
け
止
め
、

反

省

の

機

会

と

す

べ

き

。

②

法

律

で

は

、

市

が

裁

判

に

訴

え

た

と

し

て

も

「

救

済

命

令

の

効

力

を

停

止

せ

ず
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

つ

ま

り

、

市

が

訴

え

た

と

し

て

も

、
「

団

交

に

応

じ

よ

」

と

の

労

働

委

員

会

の

命

令

は

有

効

だ

と

い

う

こ

と

で

す

。

今

も

団

交

に

応

じ

な

い

市

の

態

度

は

、

理

由

が

な

く

、

命

令

違

反

・

法

律

違

反

と

言

う

べ

き

で

「

財

政

危

機

」

と

言

っ

て

市

民

に

し

わ

寄

せ

し

な

が

ら

、

そ

の

「

危

機

」

の

要

因

で

あ

る

国

の

税

財

政

の

仕

組

み

を

問

題

視

し

な

い

市

長

の

姿

勢

を

、

井

上

議

員

が

、

こ

の

間

、

批

判

し

て

き

ま

し

た

。

株

で

得

た

利

益

の

市

民

税

率

が

低

い

こ

と

、

高

額

所

得

者

の

市

民

税

率

が

低

い

こ

と

等

暑
さ
に
負
け
ず
、

平
和
行
進

７

月

２

日

、

核

兵

器

を

な

く

そ

う

と

、

毎

年

恒

例

の

平

和

行

進

。

酷

暑

に

負

け

ず

、

元

気

一

杯

、

吉

祥

院
か
ら
近
鉄
東
寺
駅
ま
で
、

九
条
通
り
を
歩
き
ま
し
た
。

す

（

左

上

写

真

は

労

働

組

合
の
集
会
）
。

々
で
す
。

６
月

日
の
議
会
で
は
、

20

更

に

、

国

の

、

特

に

大

企

業
へ
の
法
人
税
減
税
策
が
、

京

都

市

を

含

む

各

地

方

自

治

体

の

法

人

市

民

税

の

減

収

に

連

動

し

て

い

る

こ

と

を

明

ら

か

に

し

、

国

の

大

企

業

優

遇

税

制

を

も

っ

と

批

判

し

、

適

正

な

課

税

を

求
め
よ
と
追
及
し
ま
し
た
。
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市
長
は
、
法
律
と
命
令
に
従
え

労
働
委
員
会

自
・
公
・
民
・
維
な
ど
も
市
長
の
対
応
を
追
認

＝

学
童
保
育
不
当
労
働
行
為
事
件

＝

大
企
業
へ
の
優
遇
減
税
の
是
正
で
市
も
税
収
増


